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毎日新聞　2022年9月3日（土）付　夕刊

毎日新聞社提供
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資　料

2022年9月6日（火）付　朝刊　京都新聞掲載

京都新聞社提供



86

仏教タイムス　2022年7月7日（木）付

仏教タイムス社提供
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資　料
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「
気
候
変
動
と
宗
教
者
の

責
務
」
を
テ
ー
マ
に
、
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
３５
周
年
記

念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
の
集
い
」
が
４
日
、
国
立

京
都
国
際
会
館
（
京
都
市
左

京
区
）
と
天
台
宗
総
本
山
比

叡
山
延
暦
寺
（
大
津
市
）
で

開
か
れ
、
国
内
外
の
宗
教
者

ら
延
べ
約
８
０
０
人
が
参
加

し
た
。
実
行
委
員
会
で
起
草

し
た
「
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
２
」
が
式
典
で
採
択

さ
れ
、
宗
教
者
は
「
従
来
の

経
済
成
長
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
か
ら
、
環
境
重
視
型

（
共
生
型
）
へ
の
生
き
方
」

に
意
識
を
変
革
す
べ
き
だ
と

訴
え
た
。

午
前
中
に
国
際
会
館
で
開

か
れ
た
開
会
式
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
は
約
３
０
０
人
が
参

加
し
た
。
日
本
総
合
研
究
所

会
長
の
寺
島
実
郎
氏
が
記
念

講
演
し
「
人
間
の
意
識
の
高

ま
り
の
結
晶
と
し
て
の
宗
教

と
は
、
内
省
力
と
共
感
力

だ
」
と
指
摘
。
「
相
手
の
立

場
に
立
っ
た
人
間
の
共
感
力

を
も
っ
て
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ

（
全
体
知
）
を
求
め
る
こ
と

が
宗
教
の
役
割
だ
」
と
強
調

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
４
人

の
宗
教
者
・
識
者
が
登
壇

し
、
太
平
洋
教
会
協
議
会

（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
事
務
総
長
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
バ
グ
ワ
ン
氏

（
フ
ィ
ジ
ー
国
籍
）
は
「
異

常
気
象
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
キ
リ
バ
ス
で
は
、
海

面
上
昇
で
大
潮
や
塩
害
で
農

業
が
で
き
な
い
状
態
」
と
明

か
し
、
宗
教
者
に
温
暖
化
防

止
の
取
り
組
み
を
求
め
た
。

比
叡
山
上
に
移
動
し
て
大

テ
ン
ト
の
下
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
開
始
間
も
な
く
雷

鳴
が
と
ど
ろ
く
中
、
午
後
３

時
半
に
「
平
和
の
鐘
」
の
合

図
で
約
５
０
０
人
が
黙
祷
し

た
。
続
い
て
大
樹
孝
啓
・
天

台
座
主
が
、
横
殴
り
の
雨
に

さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
主
催
者

を
代
表
し
て
「
私
た
ち
宗
教

者
は
気
候
変
動
に
苦
し
む
人

々
に
寄
り
添
っ
て
そ
の
支
え

と
な
り
、
積
極
的
な
対
処
が

求
め
ら
れ
る
」
と
挨
拶
。
地

面
を
た
た
く
雨
音
を
か
き
消

す
よ
う
な
大
声
で
「
大
き
な

神
仏
の
掛
け
声
に
励
ま
さ
れ

た
思
い
だ
」
と
泰
然
と
呼
び

掛
け
て
降
壇
し
た
。

式
典
は
中
断
し
、
参
加
者

は
建
物
な
ど
に
避
難
。
約
２５

分
後
に
阿
部
昌
宏
実
行
委
員

長（
天
台
宗
宗
務
総
長
）が
中

止
を
決
定
し
、
散
会
と
な
っ

た
。
非
常
事
態
を
踏
ま
え
て

「
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０

２
２
」
は
参
加
者
の
同
意
を

も
っ
て
採
択
さ
れ
た
と
見
な

し
、参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
。

終
了
後
の
記
者
会
見
で
バ

グ
ワ
ン
氏
は
「
本
日
の
雷
雨

は
気
候
変
動
の
一
つ
の
印

だ
」
と
話
し
、
阿
部
実
行
委

員
長
は
「
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

配
信
の
）
機
材
に
落
雷
し
て

人
命
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
中
止

の
理
由
を
説
明
し
た
。
中
止

は
初
め
て
と
い
う
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
黙
祷
し
た

宗
教
者
は
、
大
樹
座
主
の
ほ

か
、
以
下
の
通
り
（
紹
介

順
）
。
宍
野
史
生
・
日
本
宗

教
連
盟
理
事
長
▽
レ
オ
・
ボ

ッ
カ
ル
デ
ィ
駐
日
バ
チ
カ
ン

大
使
▽
バ
グ
ワ
ン
氏
▽
土
屋

潔
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合

会
委
員
長
▽
出
口
紅
・
大
本

教
主
▽
デ
ス
モ
ン
ド
・
カ
ー

ヒ
ル
・
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和

会
議
実
務
議
長
▽
ア
ゴ
ス
テ

ィ
ー
ノ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー

リ
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
ア

ジ
ア
地
域
担
当
部
長
▽
黒
住

宗
道
・
黒
住
教
教
主
▽
石
附

周
行
・
曹
洞
宗
管
長
▽
里
雄

康
意
・
全
日
本
仏
教
会
理
事

長
▽
石
倉
寿
一
・
新
日
本
宗

教
団
体
連
合
会
理
事
長
▽
金

岡
正
和
・
神
社
本
庁
理
事
▽

遠
藤
利
夫
・
日
本
ム
ス
リ
ム

協
会
会
長
▽
宮
本
惠
司
・
妙

智
會
教
団
法
嗣
▽
大
塚
喜
直

・
カ
ト
リ
ッ
ク
京
都
司
教
区

司
教
▽
植
松
誠
・
世
界
宗
教

者
平
和
会
議
日
本
委
員
会
理

事
長
▽
田
中
安
比
呂
・
賀
茂

別
雷
神
社
宮
司
▽
五
條
良
知

・
全
日
仏
副
会
長
▽
馬
渕
直

樹
・
日
吉
大
社
宮
司
▽
阿
部

実
行
委
員
長
▽
國
富
敬
二
・

同
副
委
員
長
（
立
正
佼
成
会

理
事
長
）

（
須
藤
久
貴
）

「
長
期
化
す
る
避
難
生
活

で
子
ど
も
た
ち
が
相
当
な
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
」
。

ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
を
受
け
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
者

支
援
を
行
う
シ
ャ
ン
テ
ィ
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ

Ａ
）
の
常
務
理
事
で
、
長
野

県
松
本
市
・
曹
洞
宗
瑞
松
寺

住
職
の
茅
野
俊
幸
氏
（
５６
）
は

今
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上

旬
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
隣
国
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
と
モ
ル
ド
バ
を
訪

問
し
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た

子
ど
も
た
ち
の
異
様
な
絵
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。

最
初
に
見
た
絵
は
一
度
描

い
た
も
の
を
上
か
ら
真
っ
黒

に
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
た
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
家
庭
で
避
難
生
活

を
送
る
中
学
２
年
生
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
少
女
が
描
い
た
も

の
だ
っ
た
。
茅
野
住
職
を
笑

顔
で
迎
え
た
彼
女
の
外
見
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
内
容
だ

っ
た
と
い
う
。

真
っ
黒
な
お
化
け
や
不
気

味
に
に
や
つ
く
中
年
男
が
今

に
も
こ
ち
ら
に
襲
い
掛
か
っ

て
く
る
よ
う
な
絵
�
�
モ
ル

ド
バ
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

逃
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の

奇
妙
な
絵
を
た
く
さ
ん
目
に

し
た
。
「
戦
争
で
い
か
に
深

い
傷
を
負
っ
た
か
を
絵
が
示

し
て
い
ま
し
た
」

侵
攻
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
国
外
に
逃
れ
た
避
難
者
は

１
千
万
人
を
超
え
た
と
さ
れ

る
。
茅
野
住
職
は
特
に
こ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

が
急
務
と
考
え
て
い
る
。
現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
活

動
を
模
索
す
る
ほ
か
、
避
難

先
に
居
な
が
ら
母
国
の
授
業

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
千
人
規
模
で
無

料
配
布
す
る
計
画
を
進
め

る
。
全
日
本
仏
教
会
な
ど
日

本
の
宗
教
団
体
も
こ
う
し
た

Ｓ
Ｖ
Ａ
の
活
動
を
後
押
し
し

て
い
る
。

「
戦
争
で
親
を
亡
く
し
た

子
ど
も
に
寄
り
添
い
た
い
」

と
話
す
の
は
神
戸
国
際
支
縁

機
構
（
神
戸
市
垂
水
区
）
の

岩
村
義
雄
理
事
長（
７３
）�
超

教
派
ブ
レ
ザ
レ
ン
神
戸
国
際

キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
。
戦
争

孤
児
の
た
め
の
施
設
「
カ
ヨ

コ
・
チ
ル
ド
レ
ン
ホ
ー
ム
」

を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
ー

ウ
に
今
年
中
に
建
設
す
る
計

画
を
進
め
て
い
る
。

岩
村
牧
師
は
建
設
地
な
ど

の
調
査
の
た
め
６
月
初
旬
に

キ
ー
ウ
を
訪
問
し
た
。
街
角

で
は
５
歳
女
児
と
２０
歳
青
年

の
２
人
の
孤
児
と
も
出
会
っ

た
。
青
年
は
戦
争
の
影
響
で

職
を
見
つ
け
る
の
も
困
難
な

様
子
だ
っ
た
と
い
う
。

「
今
後
は
激
戦
地
か
ら
キ

ー
ウ
に
戦
争
孤
児
た
ち
が
押

し
寄
せ
て
く
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
」
と
話
す
岩
村
牧

師
。
「
カ
ヨ
コ
・
チ
ル
ド
レ

ン
ホ
ー
ム
」
は
１
棟
で
５
人

程
度
の
子
ど
も
が
暮
ら
す
こ

と
を
想
定
し
、
日
本
か
ら
１

人
当
た
り
毎
月
３
千
円
を
支

援
す
る
計
画
だ
。
建
設
費
用

は
同
機
構
が
募
っ
た
救
援
金

（
７
月
２４
日
現
在
で
２
３
３

万
円
）
を
充
て
る
。
８
月
に

は
同
機
構
海
外
部
門
「
カ
ヨ

子
基
金
」
の
佐
々
木
美
和
代

表（
３０
）が
２
回
目
の
現
地
視

察
に
訪
れ
て
い
る
。

岩
村
牧
師
は
言
う
。
「
あ

く
ま
で
も
目
の
前
の
一
人
の

命
に
寄
り
添
う
の
が
宗
教

者
。
聖
書
に
あ
る
よ
う
に
９９

匹
の
羊
の
群
れ
を
置
い
て
で

も
さ
ま
よ
っ
た
１
匹
の
羊
の

た
め
に
行
動
し
た
い
」

（
岩
本
浩
太
郎
）

◇

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
か
ら
２４
日
で
半
年
に
な

る
。
戦
闘
が
長
期
化
す
る

中
、
被
害
に
遭
っ
た
人
た
ち

を
支
援
す
る
日
本
の
宗
教
者

の
活
動
を
追
う
。

（
全
４
回
連
載
）

高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金

剛
峯
寺
（
和
歌
山
県
高
野

町
）
の
座
主
推
戴
管
理
会
が

４
日
に
あ
り
、
第
４
１
５
世

座
主
に
長
谷
部
真
道
・
前
総

務
部
長（
８３
）�
兵
庫
県
香
美

町
・
大
乗
寺
住
職
�
が
推
戴

さ
れ
た
。
任
期
は
１１
月
１５
日

か
ら
４
年
間
。

７
月
４
～
１１
日
の
次
期
座

主
候
補
者
推
薦
届
け
出
期
間

中
の
届
け
出
は
長
谷
部
氏
へ

の
推
薦
の
み
だ
っ
た
た
め
、

規
定
に
よ
り
同
氏
が
無
投
票

で
推
戴
さ
れ
た
。
推
薦
人
は

土
生
川
正
道
氏
（
和
歌
山
県

高
野
町
・
無
量
光
院
）
や
鈴

木
英
全
氏
（
埼
玉
県
熊
谷
市

・
歓
喜
院
）
、
中
西
隆
英
氏

（
大
阪
府
茨
木
市
・
総
持

寺
）
、
藤
田
瞬
央
氏
（
兵
庫

県
朝
来
市
・
正
法
寺
）
ら
１０

人
。金

剛
峯
寺
で
は
�
西
光
義

・
現
座
主
の
退
山
式
を
１１
月

１４
日
に
営
ん
だ
後
、
翌
１５
日

に
長
谷
部
次
期
座
主
の
入
山

式
を
執
り
行
う
予
定
だ
。
晋

山
式
の
日
取
り
は
未
定
。

長
谷
部
氏
は
１
９
３
８

年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
学
習

院
大
法
学
部
卒
。
宗
会
議

員
、
総
務
部
長
な
ど
宗
内
要

職
を
歴
任
し
た
。

（
岩
本
浩
太
郎
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
山

本
願
寺
（
京
都
市
下
京
区
）

は
５
日
に
第
３０
回
評
議
会
臨

時
会
を
開
き
、
新
た
な
執
行

長
に
築
地
本
願
寺
宗
務
長
の

安
永
雄
玄
氏
（
６８
）
を
選
任
し

た
。
執
行
長
は
本
願
寺
代
表

役
員
と
な
り
、
任
期
は
２８
日

か
ら
２
年
間
。

大
谷
光
淳
住
職
は
、
執
行

長
候
補
に
安
永
氏
の
ほ
か
に

光
嚴
寺
住
職
の
北
浦
思
朗
氏

（
７３
）
を
指
名
し
た
。
出
席
し

た
評
議
員
１４
人
が
投
票
し
、

安
永
氏
が
１２
票
を
得
て
当
選

を
決
め
た
。

今
後
、
副
執
行
長
は
教
師

の
う
ち
か
ら
住
職
の
認
証
を

経
て
執
行
長
が
任
命
し
、
執

行
は
寺
務
職
員
の
う
ち
か
ら

執
行
長
が
任
命
す
る
。

安
永
氏
は
東
京
都
出
身
、

福
岡
市
中
央
区
の
光
圓
寺
衆

徒
。
慶
応
義
塾
大
経
済
学
部

を
卒
業
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
大
学
院
博
士

課
程
を
修
了
し
た
。
三
和
銀

行
（
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）、

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
ー
チ

会
社
の
ラ
ッ
セ
ル
・
レ
イ
ノ

ル
ズ
を
経
て
、
島
本
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
の
社
長
、
会
長
を
歴

任
。
本
願
寺
派
の
常
務
委
員

会
委
員
を
務
め
、
２
０
１
５

年
７
月
１
日
に
築
地
本
願
寺

宗
務
長
・
代
表
役
員
に
就
任

し
た
。

（
渡
部
梨
里
）

楢
崎
通
元
氏
（
曹
洞
宗
瑞

應
寺
東
堂
）

７
月
２５
日
死

去
、
９６
歳
。
本
葬
は
１１
月
１

日
午
前
１０
時
、
愛
媛
県
新
居

浜
市
山
根
町
８
の
１
の
瑞
應

寺
で
、
南
澤
道
人
・
大
本
山

永
平
寺
貫
首
の
導
師
に
よ
り

営
ま
れ
る
。
喪
主
は
村
上
德

存
・
瑞
應
寺
住
職
。

１
９
２
６
年
生
ま
れ
。
楢

崎
孝
如
・
瑞
應
寺
住
職
に
つ

い
て
得
度
。
駒
澤
大
仏
教
学

部
卒
。
５０
年
、
永
平
寺
本
山

僧
堂
送
行
。
広
島
・
萬
蔵

寺
、
瑞
應
寺
、
熊
本
・
聖
護

寺
住
職
を
務
め
た
。
瑞
應
寺

専
門
僧
堂
で
は
、
実
兄
の
楢

崎
一
光
・
瑞
應
寺
２９
世
（
永

平
寺
副
貫
首
）
の
跡
を
継
い

で
堂
長
を
務
め
、
後
進
の
育

成
に
尽
力
し
た
。
四
国
教
化

セ
ン
タ
ー
統
監
、
永
平
寺
講

師
・
布
教
部
長
、
特
命
布
教

師
等
を
歴
任
。
永
平
寺
顧

問
。２

０
１
９
年
５
月
に
瑞
應

寺
を
退
董
し
、
分
僧
堂
で
あ

る
聖
護
寺
の
住
職
と
し
て
大

衆
を
接
化
し
て
い
た
。

比叡山宗教
サ ミ ッ ト

「
環
境
重
視
へ
」
意
識
変
革
訴
え

宗
教
者
ら
延
べ
８００
人
参
加

長
谷
部
氏
を
座
主
に
推
戴

金
剛

峯
寺

世界平和を祈り黙祷する諸宗教の代表者ら

安永次期執行長

執 行 長 に

安永氏選任
本願寺評議会

子どもケア急務、施設建設も

異様な絵 心の傷深く

キーウの街角で出会った職探し中の
青年㊨と話す岩村牧師

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

半
年

１

か

支

援
の

現現現現現現現現現現現現現現現現現現

場場場場場場場場場場場場場場場場場場

ら

第３種郵便物認可8月10日（令和４年）2022年（ 3）

中外日報　2022年8月10日（水）付

中外日報社提供
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仏教タイムス　2022年8月11日（木）付

仏教タイムス社提供
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資　料

仏教タイムス　2022年8月11日（木）付

仏教タイムス社提供
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資　料

文化時報　2022年8月19日（金）付

文化時報社提供
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8月4日（木）　於 延暦寺会館

6月27日（月）　於 ウェスティン都ホテル京都

記  者  会  見

記  者  発  表
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比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
の
集
い
」
が
、
神
仏
の
ご
加
護
と
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
を
継
承
し
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
た
の
は
昭
和
62
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
爾
来
、
天
台
宗

さ
ま
を
は
じ
め
、
各
宗
教
宗
派
の
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
の
も
と
に

運
営
が
継
続
さ
れ
、
こ
の
た
び
35
周
年
の
催
事
を
迎
え
る
に
至
り

ま
し
た
。

当
日
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」

の
精
神
の
源
流
は
、
祈
り
と
対
話
で
あ
る
と
、
私
自
身
は
確
信
し

て
い
ま
す
。
祈
り
と
対
話
を
重
ん
じ
、
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
た
日

本
の
宗
教
界
は
、「
自
他
一
如
」
の
一
つ
の
チ
ー
ム
で
あ
り
、
世

界
に
誇
れ
る
モ
デ
ル
と
し
て
今
こ
そ
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
受
け

と
め
て
い
ま
す
。
宗
教
者
と
し
て
大
切
な
姿
勢
を
私
た
ち
に
示
す

と
と
も
に
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
チ
ー
ム
に
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

諸
先
輩
方
に
、
改
め
て
感
謝
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
年
は
、「
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
」
が
テ
ー
マ
に
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。
国
立
京
都
国
際
会
館
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、「
神
仏
に
見
つ
め
ら
れ
て
生
き
て
い
る
」
と
い
う
謙
虚
な

姿
勢
を
具
え
、
共
感
力
を
働
か
せ
て
他
者
と
向
き
合
え
る
の
が
宗

教
者
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
と
力
は
世
界
的
課
題
の
解
決
に
不
可
欠

と
の
ご
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
大
い
な
る
い
の
ち
に
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
深
め
つ
つ
、
今
後

も
志
を
同
じ
く
す
る
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

ま
た
、
比
叡
山
上
に
会
場
を
移
し
て
厳
修
さ
れ
た
式
典
も
、
心

に
強
く
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
激
し
い
雷
鳴
と
大
粒
の
雨
に

見
舞
わ
れ
る
な
か
、
降
り
注
ぐ
砲
弾
の
恐
怖
に
怯
え
、
震
え
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
姿
が
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。

世
界
平
和
の
実
現
は
、
誠
に
困
難
な
道
程
で
す
。
祈
り
と
対
話

を
重
ね
、
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
も
、
私
た
ち
が
、
先
達
も
夢
見

た
平
和
境
を
今
世
に
見
届
け
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
後
世
の
方
々
に
こ
の

願
い
を
託
せ
る
よ
う
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
真
摯
に
実
践
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

「
こ
の
秋
は　

雨
か
嵐
か
し
ら
ね
ど
も　

　
　
　
　
　

  

今
日
の
つ
と
め
の　

田
草
取
る
な
り
」

二
宮
尊
徳
翁
が
遺
さ
れ
た
歌
で
示
さ
れ
た
生
き
方
を
模
範
に
、

刹
那
に
願
い
を
込
め
て
精
進
す
る
こ
と
を
改
め
て
決
意
致
し
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
集
い
の
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
本

誌
の
発
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
甚
深
の
謝
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

 

合
掌

あとがき

比叡山宗教サミット35周記念「世界宗教者平和の祈りの集い」
実行委員会副委員長　立正佼成会理事長　國  富  敬  二
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坂
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天
台
宗
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内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
実
行
委
員
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電
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〇
七
七
（
五
七
九
）
〇
〇
二
二

印
刷
所　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
ダ
印
刷
株
式
会
社

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い

発
行
日　

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
三
月
一
日






